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. 'i l一円、ど，／.，ゐ：' .，，わ ／， ..: 11 ft i〆L. ~ ：.＂~ぞ＇t,1庁：＇l·n{r', -11~かじぐらときわめて！主要t; r;t ，主 !j/11 を Jj~（t＋とする i：廷のfr

J；二IJ/1.flI , , 1 , r十ごい ・＇.，；＇i，τ 二のはか＇ }tキj；こtif' ,:, l・・i, 十，， ！；己、で・＂ ，：：，，だけi也の工業（たとえば鉱産物をぬれ土・t

）時t;Q'1i; i十九；，『；士、 1刀、市町，＇， .I) 1呉Hにお，r心大尽iii＇（＇（号 ふ l ーす~）三品tJI: 1ることはきわめて千jιγcあろう》
ilcl鋭に j<, 11；：と心，・＇、／：、 乃迫力。心 J見守〈；士郎；u ， .~n- 1mたi金上i五I,;i大半にど 3てJ/,1》fl：以に｛型〈給でさぐpノ＇tな－

・・ 1, ',l,i1でJ•'.) Jここえパー ;i_i:{l.:}JJ.tHJ1 ／ご i i・. ・ ' ' 1;,:,h、は）~戸E原料と未熟練労働力だけであり、資フド外貨，

'I i/ ,/l [. °'.'{~, t I ごl）人！fd1人：i'ii'(Utをi1:Jiiす'j.jf C f℃！！ 

t .. / u-l(i'i'i'J；二！li1恰・；JI：＇二イ，，りてあ’，）ぷ、 そ，／）ii.lfli·t;•!,tc 

It lど｜ ：一；＇ill 山内j,,!i 山？？』I~料、.／%にお i}・ Jふι＇：tc11主t＇－！，；こ
とと t ： 仁ぜ処 i1~ ljことにJE{l 'l'.;-f.: W~ I可引法ノド広告与←1〉

i,,IJ 三；上 ~Jf,f/cCh, 「二ι山、 十くに：＇，！，＇，壊れ）己主 F 't れ F

. ) L、；：対l人1に「ト｜：！吃：士・ut1；；これI' . ！・一二 L、.， f叫が卜・・： ,11
’J 

二二 lご－~~ ~＇； 1 こ L : J;t i I !)(Cをなのい、 itH 、~.：;cJt, t後

J代、 .1'.t止L内，jて一）,f也t¥J仁＇lcilU〕 I•！上にィ； 11J う； .j) 込f を： jJL示会す

，二 I f長 •.l!ふ：1・/J l、かんこ干lふ ！？』業7）＇：三iUヒcC ', , it; : 

1）イ）＇もu-t，こりlぺ；／~＇裂は I: 3さじ，：1;t.心カ～そhiJ!iえ

め県とし：1b1五lriJV；；二 iじι要t;tl仁たとえ；：；，；Ki葉、（i‘

1,li, ：九字、力II1：仏T業 －~巨，1,u,1tr,;,i·~ c，ι旬、 Iiぬ，j，宅地；I附t;.
と） c＇）打、光l＇），＇こ c／いFγぶ

JI.Le, -1 ，，＇，、そ，，長じ；いえ今こと；正、＇；1~·t.'::L fの1/il（二

；土生rlt:]fJJiIう＇；： ごな：， ，／，＇；＇！；｛ ゾ11fif.'L', r も＿＼＂ ,:hごM

J主な11111.1≪ ( f rlfi itミカ・，,(', -·~ /;' くく；'i.,'f.,';i,

;:t;;b;i動汁絞’j可能力などは.fif；少亡、ある。かかる一般的

fi '<'I-原吠（（ fーさ 1・1[t]f二J；げ、道！; !:.. I：支を作るとL、うこと

川、かかく，：＼＇う：＇1,,;tr. 1i主的土、鈴少なぞt段、全うまく組lみ（｛；I＞時十
一、了；）たのiii'Jllと最大の利益をいかにし亡生みだすかにカ・

！ζL 〆：， ' 1守；J:: ＂~三何iの！？定の件開発途 ui;i ；こ J＿；け 0J色、

i't"I：というfcU川通じりFA0<7）詳｛凶では，資評；lを故i盛iこ

l'i，：分！と似!fi.. ~l. く，土見実には不利なrm京と有利な資iJk

(i Y革Jlみ （，わせがf、適切にな5れ口、ると＇，＇うことでふ

／九 Lかし良肖／Jl!Tl：業のthft，その適f,1支はかなりう

、（生かされ〈いることが才〉か寸た〉つまり，この］業

でははとんとが資本集約度の (JI;•，、工場で生産がなされ，

！λ、札三ほど宇えずJill＇.［金要しなし、労働力で嫁 i助されてし、

ふ しかもかなりの部分の工業が，j、規模むあるが，これ

はHWnJJが小三く［｝」内，tilおが狭小な14日発途上i寸ごは経Ji
i'l'Jf.こみて効三村内であるという.iJi要／（ブ了ケケ－i,:S¥Hし
ていられであるυ

)J111:i必佐は）J；（干ド｝乍尚Fこかじ 11~終 if'j·[it ；こ L 、たる全i品位か

t',.Jよれli、その一部分tこすぎたL、υ か;l午、十lj二λEでは以終生産
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物lこ対する需要を考えて生産計画が作成できるが，それ の弱点とその改善の諸方策が述べられたあと，これらー

と［ii］じく力11工業も原料の供給を考慮しつつ計爾が作成さ j患の諸問題に取り組むべき各国政府の政策への示唆と倒

れねばならな＇ ＇＇穀物，畜産物，水産物，林産物はその 際協力の推進が結びとして述べられている。

行lマi"''L物学的特性 C，.、ゎ：＞ど＇;If竺，，J能天然資源と呼ば 政府ぷ！某 t－すべき役割として本白土，~ I)fl¥/11］の相互

1，，←ヤノ；J lがあるので，これ，・，）J;,:j＼こiJIIr. Iて業の間tこ裕 !!<{(i'(J.1i li:J.'的経！長のための調査， i~itこll日経i主けはのそれ

・!;J;s/{ r'「｜場係を強めること：.，べ戸主心Jγご！？；ノム モJic!l特広ピ1－＇！／＇.＇，＇，／，と自然的条件にう七〈適応した伐術の

：；＇［町｜勾（士気候，災害などて今ヤヅ〕，［ dを；，＼，う二不安定なた IIH1佐川内.c';iLι3新工業；こ必要な要ll<J）教育訓練ーの実施，

九ノ，.，昨を安定させるためJ〕←J> ）に んぷ濁難である /rr 1:'¥'JI/Jiぷのための信用および補助金の賦＿／j－が不i愛され

が，それでもこの変動は殺虫剤その他の増投によ •） てあ てし、るのそしてこれらのは的にそ q た新企業は農村協刷

る粍皮は緩和できるしーそれが11J能となれば力r1工工業と 組介的役立運常するのにふさわしい小規模で，資本コス

の安定的結合関係はより栴鍛となろう 0 i:Eらに農業収穫 トをさほど要しないものが望ましL、としている。これら

物の季節性にかんがみて，場所と時期の過度の集中化を 鴻策の推進はう｜司全体が小規模，資本集約的工業を育成

紳けるくふうを a 方でとるとともに，栽培の分布と時期 するとν、うl列篠な基本線があってはじめて，，J能であると

；二i.,:l ；力LI工工業の立地を .i,·1•L1が；に hh えd，主り効率 ぷんい、り

（人l心i)Il生産が11J能となろ〉 民主、J従来たどの保蔵（冷 イヘl日i.t iit －~との農業を工業化における：i.tのえ.］，＇［慨念と

似1,1し；｜諸その他）など，先J正［LIで発生・1. C U、る［王室起 しLJ仏首！士しめず，むしろ河部門の intcraclio日こそが

ll')i, ・ ,', vertical inte認rati川 I j' /J叫瓦心配慮を経て発達 ノパiの｜泊先j金ト国の経済発展にと〆Jてt主要な契機となる
νてきたのであるリ とLC 1，、今、二 ζ，そして戦略的tこIJ/J十｛， interaction在

各国の農産物の比較優位と豊富な未熟練労働の適切な組iEきにも若干ふれたが，開発途上闘のほとんどにおい
て，農産物は最も手近に大鐘に自国内で健保できる原料 frせで，力II工工業を中心とした連関効果的工業化に導ニ

である、さらに開発途と国の加工工業の！以料は生産コス うとしている点に，きわめて説得的，現実的なものをも

トのかなりのlt主主を占めるから，それを安く谷易に入手 ’. -c，..、るω ただかかる地につし、fこ開発の戦略も，農民，
', ..、う利点は，資本子帆主主'jj俄f)U）稀少性とし匂う J{'.l(JU，、うに山王ず，農工両部門のが；｛，；： 1アた4主流通

ヲ fキヤアプを填めてふ七いふるとし、うケースを存 託ii¥'<!,jU，、 f（それはアジアでは特に輩隔であるが）lこ

いこす：引できるつ資本，労働の集約！文山ザましU、比率と れI.J,[tl摘がなされていない点が%がかりである。
(H. t斤成長調査部主任調f仁川冗ll. 11!:.1 1 Ii 11/1治）

))• 九主農産物を原料とすノ刈＇ j＇；じiJI¥1: L＇，よぷ与えると泡 L

.I , i '-.,:> .1出関効果についても？没こj1 ,, .; , -flL•忌と関連しと

のf究が進められることが望ましい。

本君事は第3i}tで農業原料を使用する℃業を食品工業

〔特に小麦，米，砂糖，油実，果物・議楽，食肉， ミノレ

ヶ，魚肉）と非食品工業（特に繊維，獣）文・皮革，林産

物）どに分けて，それぞれ山！：マ売を！従事比してヤる。

:;・; 4辛の［農業に寄与する諸工業lにおL、ては特に犯

川、特軽減および器具ならびに／Ji!Iに業のi店提となるべき

,,j¥1!11 :_-c'）他を主として取りい「‘そのむのおのが果たす

.t},1］とそれに対する近年必需要向山•j '.t I）、および供給の

実態が述べられているc

政1をの第5京「主たる諸問題Jにおいては，農工両古11

ll可問の統合的計画の重要性，それをi1J能ならしめるため

の7ィージビリテ f・ス守ヂィの強調，技術選択の諸問

題 主夫農産物，およびその加工産業の開発に伴う新た

た f~ tJJ I：の課題，先進輸入1qの間牧祁院による湾害， i直
l針王九こかかわる諸困難，二；j1, i, l託業び〉もつI＇§際競争上
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